
 

 

 

 

 

 

 

保護者の方へ 

  

 

 

 

現在校内で水痘（水ぼうそう）にり患したという報告が増えてきています。症状は、はじめは虫刺

されのような赤い発疹ができ、その後水疱になります。水痘にかかると「すべての発疹がかさぶた

になるまでは出席停止」となります。（医師の診断を受けた場合に「病欠」ではなく「出席停止」と

することができます。） 

水痘は潜伏期間が 2 週間と長く、回復するまでの期間が人によって異なるため、学級閉鎖等の措

置をとるのが難しい状況です。学校ではり患が疑われる児童については早退の対応をとらせていた

だき、換気や手洗い・うがいの励行など基本的な感染対策を講じているところです。 

予防接種を打っていると比較的症状が軽く済むことが多いようですが、そのために発疹の数が少

なく気付きにくいこともあるようです。初期症状が頭痛や倦怠感など、風邪かな？と思うようなケ

ースもよく聞かれます。日頃の健康観察に加えて、お子さんが体調不良を訴えた際には体に発疹や

水疱ができていないか注意してみていただくようお願いいたします。 
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水ぼうそうについてのお知らせ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


